
令和7年度シラバス 作業療法士科
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実技演習を行うため、動きやすい服装で出席すること。授業内容は前後することがある。

自由記載

備考

書名 著者・編集者名 出版社名

特に指定しない

参考文献

標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　第4版 能登真一 他著 医学書院

新・徒手筋力検査法　原著第10版 津山直一　他訳 協同医書

自由記載

書名 著者・編集者名 出版社名

標準作業療法学　専門分野　身体機能作業療法学　第4版 山口昇 他編 医学書院

教科書

小テスト 30% 前回までの授業の復習として、ペーパーテストを授業内に随時実施する

平常点

その他

自由記載 再試験は筆記試験の割合を100％として成績判定する

筆記試験 70%

レポート･課題

移乗動作の原理

移乗介助および治療方法

まとめ

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

立ち上がり介助および治療方法

関節可動域訓練の原理

関節可動域訓練

関節可動域訓練

関節可動域訓練

筋力増強訓練の原理

筋力増強訓練

筋力増強訓練

介助方法の基本原理・寝返りの原理・介助および治療方法

起き上がりの原理

起き上がり介助および治療方法

起立動作の原理

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 2 年次 前期

授業の目的・概要

身体障害領域で行われる「①作業療法の治療原理」と「②疾患によらず必要とされる基本的治療方法」の2点につ
いて学び、知識に基づいた技術の獲得を目指す。

授業の到達目標

１.各作業療法の治療原理について説明ができる。
２.基本的治療方法ついて説明できる
３.起居移乗動作の介助法を実施できる。

授業計画

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

身体障害治療学演習Ⅰ 演習・講義 井上 直樹


